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『十
七
番
詩
歌
合
』
解
説

は
じ
め
に

『十
七
番
詩
歌
合
』
は
、
『思
文
閣
古
書
資
料
目
録

第
１３６
号

特
集
和
歌
』

（思
文
閣
出
版
　
平
成
五
年
九
月
）
に
掲
載
紹
介
さ
れ
、
後
に
大
阪
青
山
短
期

大
学
の
所
蔵
に
帰
し
た
鎌
倉
期
頃
の
書
写
と
想
定
さ
れ
る
巻
子

一
軸
で
あ

る
。
従
来
未
紹
介
で
あ
り
、
他
に
伝
存
も
聞
か
な
い
。
底
本
冒
頭

（第
一

紙
右
端
）
に
は

「詩
語
合
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、
開
催
時
期

。
成
立

事
情
等
の
詳
細
は
注
記
さ
れ
ず
、
ま
た
、
鎌
倉
期
の
記
録
類
諸
書
に
も
開

催
時
期
の
特
定
で
き
る
よ
う
な
記
載
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
現
存
の
形

態
は
十
七
番
で
は
な
く
二
番
少
な
い
十
四
番
で
あ
る
が
、
附
属
す
る
添
状

に
末
尾
二
番
を
切
り
取
っ
た
由
が
記
さ
れ
る
た
め
、
『思
文
閣
古
書
資
料

目
録
』
で
は

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
に
も

触
れ
る
よ
う
に
完
本
の
形
態
を
十
七
番
と
考
え
る
に
は
柳
か
不
審
が
遺

り
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
の
呼
称
に
は
問
題
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
現

存
形
態
の
十
四
番
が
元
来
の
形
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
も
で
き
ず
、
ま
た

滝海
川野

幸圭
司介

徒
ら
な
呼
称
の
変
更
は
混
乱
を
招
く
と
考
え
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
（以
下

誤
解
の
恐
れ
の
な
い
限
り

「本
書
」
と
呼
ぶ
）
の
呼
称
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し

た
。本
書
は
、
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
へ
の
掲
載
後
す
ぐ
に
鎌
倉
時
代

中
期
和
歌
の
新
出
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
既
に
本
書
に
触
れ
る
形
で
、

井
上
宗
雄
氏
ヨ

条
実
経
に
つ
い
て
付
建
治
元
年
催
行
の
歌
合
と
詩
歌
合
と
」

（研
究
と
資
料
３０
　
平
成
五
年
十
二
月
）、
同
氏
「和
歌
史
研
究
に
つ
い
て
―
新

資
料
若
干
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
員
国
学
院
雑
誌
９５
１
ｎ
　
平
成
六
年
十
一
月
）

の
二
論
が
著
さ
れ
て
い
る
。
今
回
本
文
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
井
上
氏
の

論
に
多
く
を
よ
り
な
が
ら
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
の
成
立
時
期

。
参
加
者

。

内
容
等
に
つ
い
て
若
千
の
解
説
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

Ｉ
　
『十
七
番
詩
歌
合
』
と
そ
の
時
代

一　
附
属
添
状
と

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
伝
来
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『十
七
番
詩
歌
合
』
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
先
に
も
記
し
た
よ

う
に

『思
文
閣
古
書
資
料
目
録

第
１３６
号
特
集
和
歌
』
（以
下
誤
解
の
恐
れ
の

な
い
限
り
『目
録
』
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
『
目
録
』
に
記
さ
れ
る
解

説
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
巻
に
付
さ
れ
た
添
状
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
亀
山
院
の
文
永
四
年
か

ら
六
年
の
間
に
、
内
裏
に
お
い
て
行
わ
れ
た
詩
歌
合
で
、
亀
山
天
皇
。

源
通
頼

・
藤
原
為
教

・
藤
原
明
範
等
が
漢
詩
を
詠
み
、
阿
仏
尼

。
藤

原
隆
博

・
邦
長

・
重
経

・
親
長

・
行
実
ら
が
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

元
来
は
十
七
番
の
詩
歌
合
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
日
十
五
～
十
七

番
の
二
番
が
肥
田
孫
左
衛
門
所
蔵
の
折
り
に
、
一則
大
納
言
な
る
人
物

の
所
望
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
は
、
諸
書
に

ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
天
下
の
孤
本
で
、
し
か
も
、
成
立
時

に
近
い
筆
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
原
本
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
本
書
は
、
コ
ロ
続
記
』
『続
史
愚
抄
』
に
見
え
る

「禁

中
詩
歌
合
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『目
録
』
解
説
に
は

「添
状
に
よ
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る

添
状
と
は
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
に
附
属
す
る

一
紙
で
あ
り
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

為
家
卿
拾
七
番
詩
可
合

一
巻
。
此
軸
者
従
来
肥
田
孫
兵
衛
殿
秘
蔵
之

処
先
年
前
大
納
言
様
御
所
望
二
付
末
之
方
三
番
程
御
切
取
被
遊
候
。

付
為
御
挨
拶
青
磁
花
入
壱
箇
御
下
渡
相
成
候
段
承
り
及
候
。
実
二
傑

作
な
懇
望
致
居
候
処
明
治
初
年
頃
故
有
而
購
獲
之
歓
思
之
余
姦
其
意

記
而
己
。　
　
　
　
　
　
丙
戌
秋
日
。
薮
下
園
。
有
造
誌

（印
）

本
書
の
伝
来
を
窺
い
知
る
資
料
は
こ
の
添
状
が
唯

一
で
あ
る
の
で
、
内
容

に
つ
き
確
認
し
て
お
き
た
い
。
冒
頭
に
記
さ
れ
る

「為
家
卿
拾
七
番
詩
可

合

一
巻
」
と
は
、
為
家
筆
の
十
七
番
の

『詩
歌
合
』

一
軸
、
の
意
で
あ
ろ

う
。
附
属
す
る
極
札
に
も
、

為
家
卿
　
詩
耳
合
　
産
水
舟
　
一
巻

（琴
山
）

蔵
水
舟
　
詩
可
合
　
一
巻
　
丑
七

（栄
）

と
為
家
筆
と
極
め
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
に
か
か
る
書
写
と
想
定
さ
れ
る
古
筆

切
類
に
は
伝
承
筆
者
を
為
家
と
す
る
も
の
も
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
真
偽
は
伝
承
の
域
に
留
ま
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
同

様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に

「肥
田
孫
兵
衛
」
の

「秘
蔵
」
の
所

を

「前
大
納
言
」
の

「所
望
」
に
よ
り

「末
之
方
二
番
程
」
を
切
断
し
た

と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る

「肥
田
孫
兵
衛
」
「前
大
納
言
」
の
二
人

は
現
時
点
で
は
共
に
人
物
の
特
定
も
で
き
て
お
ら
ず
、
添
状
の
記
述
の
真

偽
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、　
一
人
が

「遺
」
「糸
」
の
二
文
字
を
韻

字
と
し
て

一
番
お
き
に
交
互
に
用
い
て
二
首
を
詠
作
す
る
と
い
う
本
書
の

構
成
か
ら
す
れ
ば
、
原
形
態
は
偶
数
の
番
い
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
り
、
十
七
番
と
い
う
番
の
数
に
は
不
信
が
遺
る
。
た
と
え

「肥
田

孫
兵
衛
」
所
蔵
の
時
点
で
十
七
番
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
七
番
と
い
う

奇
数
番
が
原
形
態
と
は
考
え
に
く
い
。
補
完
資
料
の
出
現
を
待
ち
た
い
。

続
い
て

「明
治
初
年
頃
」
に
所
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

年
記
が
付
さ
れ
署
名
、
捺
印
さ
れ
る
。
「丙
戌
」
は
明
治
十
九
年

（椰
）。

署
名
の

「薮
下
園
」
「有
造
誌
」
も
現
時
点
で
は
特
定
は
で
き
て
い
な
い
。
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本
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
添
状
の
内
容
を
追
跡
調
査
し

得
る
資
料
は
見
出
せ
て
い
な
い
た
め
添
状
の
記
載
を
踏
襲
し
た

『
目
録
』

解
説
に
改
め
て
加
え
る
事
柄
は
な
い
。

一
方
、
『
目
録
』
解
説
に
記
さ
れ
る
本
書
の
成
立
時
期
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
や
は
り
、
本
書
に
附
属
す
る
文
書
に
よ
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
ち
ら

は

「不
揮
涯
庵
」
と
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙
に
成
立
年
次
が
考
証
さ
れ
た

も
の
で
、
亀
山
天
皇
の
文
永
四
年

（‐２６７
）
か
ら
六
年

（‐２６９
）
の
間
の
成
立

と
の
推
定
が
記
さ
れ
る
。
添
状
を
除
き
、
本
書
自
体
に
は
成
立
年
次

・
詠

作
事
情
な
ど
の
詳
細
は
記
さ
れ
ず
、
参
加
者
の
構
成
の
上
か
ら
も
文
永
四

年
か
ら
六
年
の
成
立
と
は
思
わ
れ
な
い
た
め
、
『
目
録
』
解
説
に
示
さ
れ

る
成
立
時
期
に
は
再
考
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「亀
山
天
皇

。
源
通

頼

。
藤
原
為
教
…
…
」
と
記
さ
れ
る
参
加
者
名
に
は
、
文
永
四
年

（‐２６７
）

か
ら
六
年

（囲
）
の
間
と
成
立
時
期
を
特
定
し
た
上
で
の
官
職
等
か
ら
の

推
定
も
含
ま
れ
る
た
め
、
参
加
者
に
つ
い
て
も
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
一　
参
加
者

鎌
倉
期
の
記
録
類
諸
書
等
に

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
開
催
時
期
を
特
定

で
き
る
よ
う
な
記
載
の
確
認
は
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
孤
本
で
も
あ
る
た

め
、
外
部
資
料
か
ら
成
立
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従

っ

て
参
加
者
の
官
職
名
表
記
と
漢
詩
。和
歌
の
時
候
表
現
な
ど
を
通
し
て
成

立
時
期
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

本
書
に
は
十
三
人

（
一
人
無
記
名
）
の
参
加
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
井

上
宗
雄
氏
の
指
梅
ば
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
建
治
元
年

（‐２７５
）
に
開
催
さ
れ
た

『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
の
参
加
者
に
多
く

一
致
す
る
。
『
摂
政
家
月
十
首

歌
合
』
は

『続
史
愚
抄
』
建
治
元
年
九
月
十
三
日
条
に
、

十
三
日
庚
辰
。
於
摂
政
∧
家
経
∨
家
有
月
十
首
題
耳
合
。
∧
可
合
記
Ｖ

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
建
治
元
年

（‐２７５
）
九
月
十
三
日
に
摂
政

一
条
家
経

邸
に
お
い
て
催
さ
れ
た
歌
合
で
あ
り
、
久
々
の
摂
関
家
主
催
の
歌
合
で

４^
）

あ
っ
た
。
真
観
を
判
者
と
し
て
、
女
房

。
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

・
三
位
中

将

・
則
任

・
法
印
道
雲

。
則
雅

。
隆
博
朝
臣

。
親
長

・
教
顕

・
顕
綱

・
重

経

・
左
衛
門
督

。
邦
長

・
行
実
の
十
四
人
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
者
の

う
ち
で
官
職
名
等
で
記
さ
れ
実
名
の
挙
が
ら
な
い
女
房
上
二
位
中
将

。
左

衛
門
督
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
女
房
は
主
催
者
の
家
経
、
三
位
中
将
は

実
経
の
子
で
家
経
の
猶
子
の
師
良
、
左
衛
門
督
は
実
経
男
の
実
家
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
で
改
め
て

『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
と

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
参

加
者
を
比
較
す
る
と
、
『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
の
参
加
者
十
四
人
の
内
、

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

・
隆
博

。
邦
長

・
重
経

・
親
長

・
則
任

・
行
実
の
七

人
が

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
参
加
者
と
重
な
る
。
女
房

・
左
衛
門
督
の
二

人
も
同

一
人
物
と
考
え
家
経
。
実
家
と
す
れ
ば
、
計
九
人
が

一
致
す
る
こ

と
に
な
り
、
恐
ら
く
は

『十
七
番
詩
歌
合
』
も

『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』

と
同
様
に

一
条
家
経
邸
で
行
わ
れ
た

一
連
の
歌
会
・歌
合
で
あ
っ
た
と
考

え
て
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『十
七
番
詩
歌
合
』
に
見
え
る
左
衛
門
督
を
『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
に

倣
い
、
実
家
と
考
え
れ
ば
、
実
家
の
左
衛
門
督
在
任
期
間
は
文
永
十
年



（‐２７３
）
五
月
か
ら
建
治
元
年

（‐２７５
）
十
月
ま
で
で
あ
る
の
で
、
同
時
期
の

右
兵
衛
督
の
比
定
が
可
能
で
あ
る
。
文
永
十
年
か
ら
建
治
元
年
ま
で
の
左

衛
門
督

。
右
兵
衛
督
の
任
官
は
、

文
永
十
年

（‐２７３
）

左
衛
門
督
…
源

（北
畠
）
師
親

藤
原

（
一
条
）
実
家

（五
月
三
日
任
）

右
兵
衛
督
…
藤
原
為
世

藤
原

（坊
門
）
信
家

（十
二
月
八
日
渡
右
）

文
永
十

一
年

（‐２７４
）

左
衛
門
督
…
藤
原

（
一
条
）
実
家

右
兵
衛
督
…
藤
原

（坊
門
）
信
家

盆
ハ
月
一
日
莞
）

藤
原

（滋
野
井
）
実
冬

（十
月
一一一日
任
）

文
永
十
二
年
／
建
治
元
年

（‐２７５
）

左
衛
門
督
…
藤
原

（
一
条
）
実
家

源

（堀
川
）
具
守

（十
二
月
二
十
六
日
兼
左
衛
門
督
）

右
兵
衛
督
…
藤
原

（滋
野
井
）
実
冬

（十
月
八
日
転
左
兵
衛
督
）

藤
原
親
朝

（十
月
八
日
遷
右
兵
衛
督
）

と
な
り
、
藤
原
為
世

・
藤
原

（坊
門
）
信
家

・
藤
原

（滋
野
井
）
実
冬

・
藤

原
親
朝
の
四
人
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
右
兵
衛
督
は
漢
詩
の

出
詠
で
あ
る
の
で
、
詩
文
の
詠
作
を
諸
書
に
確
認
で
き
な
い
藤
原
為
世

・

藤
原

（坊
門
）
信
家

・
藤
原
親
朝
よ
り
も
、
文
永
五
年

（囲
）
二
月
十
日

の
関
自
近
衛
基
平
邸
で
の
詩
歌
合

（『仁
寿
鏡
し
、
同
八
月
二
日
の
作
文

Ｇ
吉
続
記
』
等
）
に
詩
人
と
し
て
出
詠
し
、
詩
文
摘
句
を

『鳩
嶺
集
』
に
三

首
、
『和
漢
兼
作
集
』
に

一
首
遺
す
藤
原

（滋
野
井
）
実
冬
と
す
る
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
実
冬
の
姉
妹
は
実
家
の
室
と
な
っ
て
お
り

合
尊

卑
分
脈
し
、
詩
歌
鈴
の
性
格
が

一
条
家
に
ゆ
か
り
の
人
々
に
よ
る
私
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
え
併
せ
る
と
、
右
兵
衛
督
を
実
冬
と
考
え
る
方
が

よ
り
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
想
定
の
許
に
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
の
参
加
者
を
改
め
て
示
せ

ば
、
女
房
は
主
催
者

一
条
家
経
、
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

（阿
仏
尼
）、
隆
博

は
歌
道
家
六
条

（九
条
）
家
の
歌
人
で
知
家
の
孫
、
行
家
男
、
左
衛
門
督

は

一
条
実
家
で
実
経
男
、
邦
長
は
醍
醐
源
氏
で
兼
康
男
、
右
兵
衛
督
は
藤

原

（滋
野
井
）
実
冬
、
重
経
は
高
階
氏
で

『鎌
倉
遺
文
』
所
収
の

「前
摂

政
∧
一
条
家
経
ｖ
家
政
所
下
文
」
Ｇ
鎌
倉
遺
文
』
一
七
〇
一一二
。
一
七
〇
≡
二
。

一
七
〇
二
四
　
正
応
二
年
五
月

「土
佐
金
剛
福
寺
文
書
し

に

「宮
内
卿
高
階
朝

臣

（花
押
ご

と
署
名
が
見
え
る

一
条
家
の
家
司
、
明
範
は
南
家
藤
原
氏
で

文
章
博
士
、
経
範
男
、
親
長
は
醍
醐
源
氏
で
兼
康
男
、
前
掲
の
邦
長
と
は

兄
弟
、
則
任
は
前
掲
の

翌
則
摂
政
Λ
一
条
家
経
ｖ
家
政
所
下
文
」
や

「
一
条

家
経
御
教
書
」
含
鎌
倉
遺
文
』
一
七
〇
三
こ

に

「右
馬
権
頭
源
朝
臣

（花

押
ご

と
署
名
が
見
え
る

一
条
家
の
家
司
、
行
実
は
中
原
氏
、
『続
古
今
和

歌
集
目
録
当
世
」
ぽ

「左
衛
門
尉
筑
後
守
。
前
備
中
守
行
範
男
」
と
見
え

る
、
在
守
は
菅
原
氏
、
量
口
続
記
』
文
永
四
年
四
月
二
十
五
日
条
の
御
書

所
作
文
の
記
事
に

「講
師
大
内
記
在
守
」
と
見
え
、
「亀
山
天
皇
詔
書
」

合
鎌
倉
遺
文
』
一
〓
一五
こ

に

「文
永
十
年

（‐２７３
）
四
月
廿
三
日
　
御
画

作
者
大
内
記
菅
在
守
」
の
署
名
が
見
え
る
、
法
印
は

『摂
政
家
月
十
首

歌
合
』
の
詠
作
者
の
道
雲
か
、
と
な
る
。



〓
一　
成
立
時
期

前
掲
の
参
加
者
の
比
定
が
正
し
け
れ
ば
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
の
成
立

時
期
は
実
家
の
左
衛
門
督
の
在
任
期
で
あ
る
文
永
十
年

（囲
）
五
月
か
ら

建
治
元
年

（‐２７５
）
十
月
と
、
実
冬
の
右
兵
衛
督
の
在
任
期
で
あ
る
文
永
十

一
年

（‐２７４
）
十
月
か
ら
建
治
元
年

（‐２７５
）
十
二
月
の
重
な
る
文
永
十

一
年

（‐２７４
）
十
月
か
ら
建
治
元
年

（‐２７５
）
十
二
月
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
所
収
さ
れ
る
漢
詩

。
和
歌
を
見
る
と
、

た
ら
ち
ね
の
み
し
よ
の
秋
の
か
た
み
と
て
月
の
み
お
な
し
か
げ
そ
遺

れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
番
右
・隆
博
）

自
雲
雁
点
数
行
字
　
秋
水
鷺
飛

一
片
絲
　
　
　
　
　
（十
番
左
。明
範
）

の
よ
う
に
秋
の
景
物
が
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
催
は
秋
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
や
や
消
極
的
な
が
ら
も
建
治
元
年

（‐２７５
）
秋
頃
が
開
催
の
時
期

と
し
て
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
番
歌
は

「た
ら
ち
ね
」
没
後
の
回
想
風
の
歌
で
あ
る
。
「た

ら
ち
ね
」
は
母
に
掛
か
る
枕
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
片
桐
洋

一
氏

『歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
（角
川
書
店
　
昭
和
五
十
八
年
十
一一月
）
に
よ
れ
ば
、

平
安
時
代
中
頃
か
ら

「父
」
の
同
義
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、

本
詩
歌
合
の
開
催
時
期
に
近
接
す
る
時
代
に
も
、

普
光
園
入
道
前
関
自
か
く
れ
侍
り
て
後
、
よ
み
て
侍
り
け
る

た
ら
ち
ね
の
あ
り
し
そ
の
世
に
あ
は
れ
な
ど
思
ふ
ば
か
り
も
つ
か
へ

ざ
り
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『新
後
撰
集
』
雑
下
。
‐５‐８
。
道
玄
）

と
、
作
者
道
玄
の
父
の
関
自
良
実
を

「た
ら
ち
ね
」
と
詠
ん
だ
例
が
確
認

で
き
、
「た
ら
ち
ね
」
は
父
を
指
し
示
す
言
葉
と
理
解
し
て
良
い
か
と
思

わ
れ
る
。
三
番
右
歌
の
作
者
隆
博
の
父
で
あ
る
行
家
は
建
治
元
年

（‐２７５
）

一
月
に
没
し
て
お
り
、
一二
番
右
歌
を
実
事
を
踏
ま
え
た
詠
作
で
あ
る
と
考

え
る
の
な
ら
ば
、
本
書
の
成
立
は
や
は
り
建
治
元
年

（‐２７５
）
一
月
以
降
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

更
に
、
八
番
詩
と
九
番
詩
に
は

「二
毛
」
「四
十
」
の
年
齢
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
。

已
軍
三
代
中
禁
節
　
老
自
二
毛
左
愛
糸
　
　
　
（八
番
左
。右
兵
衛
督
）

「二
毛
」
は
自
髪
混
じ
り
の
髪
を
い
う
。
『文
選
』
の
巻
十
三
の
活
岳
の
「秋

興
賦
」
に
、

晉
十
有
四
年
。
余
春
秋
三
十
有
二
始
見
二
毛
。

と
二
十
二
歳
に
自
髪

公
一毛
）
を
見
た
を
と
記
さ
れ
、
本
朝
に
お
い
て
も

基
本
的
に
は

『文
選
』
の
典
拠
を
踏
ま
え
て
、

二
毛
齢
近
沈
沫
水
　
仙
骨
望
疲
仰
禁
聞

含
本
朝
無
題
詩
』
春
Λ
付
間
二
月
∨
別
コ
ニ
月
尽
日
述
懐
」
敦
光
）

の
よ
う
に
三
十
二
歳
を
指
し
示
す
言
葉
と
し
て

コ
一毛
」
が
詠
ま
れ
る
よ

う
で
あ
る
が
、

吾
年
三
十
五
　
未
覚
形
体
衰
　
今
朝
懸
明
鏡
　
照
見
二
毛
姿

曾
本
朝
文
粋
』
巻
一
。
２０

「見
二
毛
」
源
英
明
）

な
ど
の
例
も
あ
り
、
必
ず
し
も
二
十
二
歳
に
限
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
八
番
詩
の
作
者
に
比
定
し
た
実
冬
は
建
治
元
年

（‐２７５
）
に
は

二
十
四
歳
で
あ
り
、
一二
十
二
歳
か
ら
は
若
干
外
れ
る
が
、
殊
更
問
題
と
す

る
点
は
な
い
で
あ
ろ
う
。



四
十
老
情
粛
颯
冷
　
箕
襄
旧
業
柳
塵
遺
　
　
　
　
　
（九
番
左
。明
範
）

四
十
歳
に
老
い
を
感
じ
そ
の
嘆
き
を
詠
む
例
は
、
『自
氏
文
集
』
に
、

毛
賛
早
改
変
　
四
十
白
髭
生

（巻
十
・
５‐３
「郡
廟
有
樹
晩
栄
早
凋
人
不
識
名
因
題
其
上
し

人
生
四
十
未
全
衰
　
我
為
愁
多
自
髪
垂
　
　
　
（巻
十
五
。８７
「自
鷺
し

な
ど
が
見
え
、
本
朝
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
に
倣
い
、

四
十
生
涯
頭
有
雪
　
言
詩
気
味
冷
難
堪

含
本
朝
無
題
詩
』
屏
風
∧
付
画
障
Ｖ
。
‐２０

「重
題
画
障

（山
家
雪
中

排
戸
眺
望
青
松
列
山
自
鶴
立
汀
禅
客
帰
寺
樵
夫
過
門
ご

忠
通
）

四
十
餘
廻
双
姜
冷
　
此
身
観
得
似
浮
率

含
本
朝
無
題
詩
』
山
寺
中
・
囲

「暮
春
六
波
羅
蜜
寺
言
志
」
中
原
広

俊
）

な
ど
の
類
例
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
本
書
九
番
左

。
明
範
詩
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る

「
四
十
老
情
」
の
表
現
は
、

四
十
老
情
情
自
柳
　
煙
霞
春
興
被
催
花
合
鳩
嶺
集
Ｌ
春
日
述
懐
」
禅
空
上
人
）

の
よ
う
に
他
の
詩
に
も
確
認
で
き
、
「
四
十
」
と
い
う
年
齢
を
伴
う
表
現

は
老
い
の
嘆
き
を
詠
む
際
に
用
い
ら
れ
る
或
程
度
熟
し
た
類
型
的
表
現
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
作
者
の
明
範
は
建
治
元
年

（‐２７５
）
に
は
四
十
九
歳

で
あ
り
、
自
己
の
年
齢
を

「四
十
」
と
詠
む
に
は
聯
か
苦
し
い
が
、
「
四

十
老
情
」
と
い
う
表
現
の
類
型
的
性
格
を
考
慮
す
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
範

囲
で
あ
ろ
う
。

四
　
文
永
～
建
治
期
の
歌
壇
と
詩
会

・
詩
歌
合

以
上
、
本
書
の
成
立
時
期
を
建
治
元
年

（‐２７５
）
秋
頃
と
し
、
参
加
者
の

推
定
を
行
っ
た
が
、
文
永
か
ら
建
治
に
至
る
期
間
に
は
盛
ん
に
作
文
・
詩

歌
会
。詩
歌
合
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
記
録
類
等
を
検
索
す
れ
ば
、
作
文
・

詩
会
は
、
文
永
元
年

（囲
）
三
月
十
八
日
北
野
作
文

貧
外
記
日
記
し
、
文

永
二
年

（‐２６５
）
二
月
二
十
三
日
御
書
所
作
文

（『深
心
院
関
白
記
』
等
Ｙ

〓
一

月
二
日
詩
会

（『深
心
院
関
自
記
し

。
十

一
月
二
十
九
日
北
野
作
文

翁
外
記

日
記
し
、
文
永
四
年

（‐２６７
）
二
月
二
日
詩
会

合
深
心
院
関
白
記
し
上
二
月
二

十
日
北
野
作
文

曾
外
記
日
記
し
。
四
月
二
十
五
日
御
書
所
作
文

貧
吉
続
記
』

等
Ｙ

五
月
十
二
日
百
日
詩
会
満
足

合
吉
続
記
し
・
八
月
四
日
御
書
所
作
文

含
吉
続
記
し
。
八
月
十
五
日
御
書
所
作
文

曾
外
記
日
記
し
、
文
永
五
年

（囲
）

八
月
二
日
関
白
基
平
邸
作
文

合
吉
続
記
』
等
Ｙ

八
月
十
五
日
関
自
基
平
邸

作
文

（『深
心
院
関
自
記
』
等
）
。
九
月
十
三
日
内
裏
内
々
詩
会

（軍
口続
記
』

等
）、
文
永
七
年

（‐２７０
）
八
月
十
五
日
内
裏
作
文

貧
吉
続
記
』
等
）
・
閏
九

月
九
日
内
裏
作
文

合
吉
続
記
』
等
Ｙ

閏
九
月
二
十
九
日
内
裏
作
文

貧
吉
続

記
』
等
）、
文
永
八
年

（‐２７‐
）

一
月
二
十

一
日
内
裏
作
文

合
吉
続
記
』
等
Ｙ

二
月
二
日
内
裏
作
文

合
吉
続
記
』
等
）
。
八
月
二
十
九
日
内
裏
詩
会

（延
引
）

貧
吉
続
記
』
等
）、
建
治
二
年

（‐２７６
）
八
月
十
三
日
御
書
所
作
文

合
続
史
愚

抄
し
。
八
月
十
五
日
亀
山
殿
作
文

貧
続
史
愚
抄
し

の
、
詩
歌
会

・
詩
歌
合

は
、
文
永
二
年

（‐２６５
）
一
月
十
三
日
内
裏
詩
歌
合

貧
深
心
院
関
自
記
し
。
一

月
十
四
日
詩
歌
会

貧
深
心
院
関
自
記
し

。
一
月
十
七
日
和
歌
詩
会

η
深
心

院
関
白
記
し
・
八
月
仙
洞
詩
歌
合

貧
続
古
今
集
し
、
文
永
四
年

（‐２６７
）
春
内



裏
詩
歌
合

翁
続
史
愚
抄
』
等
Ｙ
六
月
十
五
日
泉
殿
詩
歌
合

η
吉
続
記
』
等
）、

文
永
五
年

（囲
）

一
月
三
十
日
内
裏
詩
歌
会

（『深
心
院
関
自
記
し

。
二
月

十
日
関
自
基
平
邸
詩
歌
合

曾
仁
寿
鏡
し
。
八
月
十
五
日
関
自
基
平
邸
詩
歌

合

合
深
心
院
関
白
記
』
等
）、
文
永
七
年

（‐２７０
）
九
月
十
三
日
内
裏
当
座
詩

歌
会

合
吉
続
記
』
等
Ｙ

九
月
二
十
日
内
裏
詩
歌
会

合
吉
続
記
』
等
）、
文
永

八
年

（‐２７‐
）
一
月
九
日
内
裏
詩
歌
会

合
吉
続
記
』
等
Ｙ
七
月
七
・
八
日
内
々

詩
歌
合

貧
吉
続
記
し
・
七
月
二
十
五
日
内
裏
詩
歌
合

貧
吉
続
記
し
・
八
月

二
日
内
裏
詩
歌
会

合
吉
続
記
し
、
文
永
十
年

（‐２７３
）
七
月
十
日
内
裏
内
々

詩
歌
会

貧
吉
続
記
し

の
開
催
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
に
は
御
書
所
作

丸
肇
も
含
ま
れ
る
が
、
文
永
五
年

（囲
）
二
月
十
日
の
詩
歌
合
に
は
、
為

氏

・
行
家
な
ど
、
八
月
二
日
の
作
文
、
八
月
十
五
日
の
作
文

・
詩
歌
合
は

に
は
、
良
教
。資
宣
な
ど
の
内
裏
。
仙
洞
歌
壇
の
歌
人
も
参
加
し
て
お
り
、

関
自
近
衛
基
平
の
先
導
の
許
に
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
作
文
・詩
歌
の
会

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
詩
歌
合

・
詩
歌
会
の
催
行
が

一
種
の
流
行
の

様
相
を
呈
し
て
い
れ
ど
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
既
に
小
林
強
氏
に
指
摘

が
あ
る
よ
う
に
単
独
で
の
晴
儀
の
和
歌
会
の
挙
行
は
稀
と
な
り
、
歌
壇
の

状
況
は
作
文
の
会
に
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
会

・
詩
歌
合
で
の
詠
作
の
多
く
は
既
に

散
供
し
た
と
思
わ
れ
、
中
世
に
挙
行
さ
れ
た
歌
合

・
歌
会

（詩
歌
合
・
詩
歌

会
）
の
現
存
伝
本
の
所
在
を
示
す

『中
世
歌
合
伝
本
書
目
』
（明
治
書
院

平
成
二
年
六
月
）
に
も
所
在
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
鎌
倉
時
代
の
詩
歌
合
の
実
態
を
窺
い
知
る
上
で
も
、
成
立
時
期
に

近
い
書
写
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
し
て
伝
存
す
る
本
書
の
意
義
は
大
き
い

と
一一一口え
よ
う
。

同
時
期
の
歌
壇
の
通
史
的
且
つ
総
合
的
な
研
究
と
し
て
は
、
『和
歌
文

学
大
辞
典
』
（明
治
書
院
　
昭
和
三
十
七
年
十

一
月
）
付
載
年
表
、
福
田
秀

一

氏

「鎌
倉
中
期
和
歌
史
略
年
表
」
∩
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
　
昭
和

四
十
七
年
二
月
）
、
井
上
宗
雄
氏

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期

〔改
訂
新

版
ご

（明
治
書
院
　
平
成
二
年
九
月
）
が
あ
り
、
更
に
近
年
、
当
時
の
中
心
的

歌
人
で
あ
る
藤
原
為
家
の
詳
細
な
年
譜
が
佐
藤
恒
雄
氏
に
よ
っ
て
「藤
原

為
家
年
譜

（晩
年
ご

（中
世
文
学
研
究
１３
　
昭
和
六
十
二
年
八
月
）
と
し
て
発

表
さ
れ
た
が
、
諸
書
共
に
詩
文
に
つ
い
て
は
多
く
触
れ
ら
れ
な
い
の
で
、

記
録
類
に
記
載
さ
れ
る
詩
題

・
参
加
者
等
の
記
事
を
拾
遺
し
、
参
考
の
た

め
に
付
載
し
た
。
既
存
の
和
歌
関
連
年
表
に
補
綴
す
る
こ
と
で

『十
七
番

詩
歌
合
』
を
め
ぐ
る
詩
文
の
側
の
状
況
を
窺
う

一
助
と
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
和
歌
関
連
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
前
掲
福
田
秀

一
氏
、
井
上
宗
雄

氏
、
佐
藤
恒
雄
氏
、
小
林
強
氏
の
論
に
多
く
を
よ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を

示
し
た
い
。

注（１
）
但
し
、
書
写
時
期
は

『目
録
』
に
も
あ
る
通
り
、
鎌
倉
期
を
降
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
。

（２
）
本
号
所
収

「注
釈
」
部
冒
頭

「詩
語
合
」
項
目
の

【参
考
】
参
照
。

（３
）
前
掲
、
井
上
宗
雄
氏
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
。

（４
）
『摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
に
つ
い
て
は
、
安
井
久
善
氏

「建
治
元
年
摂
政
家

月
十
首
歌
合
」
孜
―
阿
仏
尼
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
―
」
貧
鈴
木
知
太
郎
博
士
古

希
記
念
国
文
学
論
孜
』
桜
楓
社
　
昭
和
五
十
年
十
月
）、
同
氏

『藤
原
光
俊
の
研
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究
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
）
第
四
章
第
五
節

「摂
政
家
月
十
首

歌
合
判
詞
」
参
照
。

（５
）
『十
七
番
詩
歌
合
』
に
は
重
経

・
則
任
と
い
っ
た

一
条
家
の
家
司
と
思
わ
れ

る
人
物
も
参
加
し
て
お
り
、
亀
山
天
皇
の
許
で
開
催
さ
れ
た
作
文

・
詩
歌
会
と

は
参
加
者
の
層
と
構
成
が
異
な
る
。
な
お
、
付
載
略
年
表
稿
参
照
。

（６
）
安
井
久
善
氏

『藤
原
光
俊
の
研
究
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
）

第
四
章
第
五
節

「摂
政
家
月
十
首
歌
合
判
詞
」
に

「参
加
者
十
四
人
の
う
ち
、
著

名
な
歌
人
は
、
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

（阿
仏
尼
）
お
よ
び
六
条
藤
行
家
男
隆
博

の
両
者
の
み
で
、
あ
と
は
摂
政
家
ゆ
か
り
の
人
々
で
占
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
」
「殆
ど
が
、
摂
政
家
の
血
縁
ま
た
は
家
人
乃
至
ゆ
か
り
の
人
と
推
定
さ

れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
仏
尼
が

一
条
家
と
親
近
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
井
上
宗
雄
氏

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期

〔改
訂
新
版
ご

（明
治

書
院
　
平
成
二
年
九
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（７
）
『鎌
倉
遺
文
』
に
は
、
↑

）
を
付
し
て

「重
経
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以

下

「則
任
」
も
同
様
。

（８
）
樋
口
芳
麻
呂
氏

「「続
古
今
和
歌
集
目
録
当
世
」
と
そ
の
意
義
」
（愛
知
学
芸

大
学
研
究
報
告

〔人
文
科
学
〕
１４
　
昭
和
四
十
年
二
月
）

（９
）
御
書
所
作
文
に
つ
い
て
は
、
平
安
朝
の
例
で
は
あ
る
が
、
工
藤
重
矩
氏

「内

御
書
所
の
文
人
」
貧
平
安
朝
律
令
社
会
の
文
学
』
ぺ
り
か
ん
社
　
平
成
五
年
七

月
）
に
詳
細
に
説
か
れ
る
。

（１０
）
詩
歌
合
の
流
行
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
建
暦
か
ら
建
保
元
年
に
至
る
時
期
の

順
徳
院
歌
壇
に
お
け
る
詩
歌
合
の
盛
行
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
、

唐
沢
正
美
氏

「順
徳
天
皇
内
裏
に
お
け
る
詩
歌
合
の
盛
行
に
つ
い
て
」
（語
文

（日
本
大
学
）
６５
　
昭
和
六
十

一
年
六
月
）
が
あ
り
、
ま
た
、
小
林
強
氏

「文
永

三
―
五
年
の
歌
壇
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（研
究
と
資
料
２５
　
平
成
三
年
七

月
）
に
も
、
文
永
三
年
か
ら
五
年
の
歌
壇
に
お
け
る
詩
歌
合
の
流
行
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（Ｈ
）
注

（１０
）
に
記
し
た
小
林
氏
論
文
。

（‐２
）諸
書
に
そ
の
伝
存
が
記
さ
れ
ず
勅
撰
集
や
私
撰
集
の
詞
書
等
か
ら
僅
か
に
そ

の
存
在
が
窺
わ
れ
る
の
み
の
既
に
散
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
合

・
歌
合
の
う

ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
林
強
氏

「鎌
倉
中
期
主
要
散
供
歌
合

・
歌
会

等
小
考

（
こ

・
含
じ
人
三
Ｉ
Ｉ
ご

（中
世
文
芸
論
稿
１３
～
‐５
　
平
成
二
年
二
月

～
四
年
二
月
）
ほ
か
の
精
力
的
な
資
料
の
収
集
整
理
と
そ
れ
に
基
づ
く
考
察
が

継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
永
～
建
治
期
の
歌
壇
を
め
ぐ
る
諾
問
題
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
迄
に
記
し
た
も
の
以
外
に
、
井
上
宗
雄
氏

「歌
壇

・
文
永
二
年
―

「白
河
殿
七
百
首
」
の
作
者
を
中
心
に
―
」
（日
本
文
学

（立
教
大
学
）
Ю
　
昭

和
五
十
八
年
七
月
）
、
小
林
強
氏

「実
雄
家
十
首
歌
会
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

貧
日
本
の
仏
教
と
文
化
北
畠
典
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
』
永
田
文
昌
堂
　
平
成

二
年
十
月
）
、
小
林
強
氏

「
〔建
治
〕
歌
合
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
歌
合
の
呼

称
と
本
文
の
問
題
を
中
心
に
―
」
（研
究
と
資
料
Ｚ
　
平
成
二
年
七
月
）
等
が
あ

り
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。

付
　
文
永
～
建
治
期
詩
会

・
歌
会
関
連
略
年
表
稿

文
永
～
建
治
期
の
歌
会

・
詩
会
記
事
を
記
録
類
か
ら
拾
遺
し
記
し
た
。
詩
文

・

詩
歌
関
連
記
事
に
つ
い
て
は
記
録
類
に
詩
題

。
参
加
者
等
が
見
え
る
場
合
は
そ
れ

ら
も
付
記
し
た
。
最
上
部
に
付
し
た
記
号
は
、
Ｏ
…
歌
合

・
歌
会
、
◇
…
作
文
・
詩

合

・
詩
会
、
◆
…
詩
歌
合

・
詩
歌
会
、
●
…
和
歌
会

。
詩
会
混
在
、
を
表
わ
す
。
出

典
は

〔　
〕
に
入
れ
示
し
た
。
出
典
の
略
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
深
‥

『深

心
院
関
白
記
』、
吉
‥

星
口続
記
』、
勘
…

『勘
仲
記
』、
外
…

『外
記
日
記
』、
続
…

『続
史
愚
抄
』
、
明
…

『
明
題
部
類
抄
』
、
国
…

『新
編
国
歌
大
観
』
所
収
。
ま
た
、

為
家
Ｉ

・
Ⅳ
は
、
『私
家
集
大
成
』
所
収
本
文
の
記
号
で
あ
る
。
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文
永
元
年
（囲
）

〇
二
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
忌
日
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

◇
三
月
十
八
日
北
野
作
文

〔外
〕

【作
者
】
…
長
成

。
等

〇
二
月
二
十

一
日
為
家
家
続
三
十

一
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
十
六
日
為
家
家
庚
申
三
十

一
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
二
十
日
粉
河
寺
勧
進
三
十
二
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
八
月
十
五
日
為
家
家
続
三
十

一
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
九
月
十
八
日
為
家
家
続
三
十

一
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
月
十
日
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
月
十

一
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
月
十
六
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
月
為
家
家
続
三
十

一
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
二
月
内
裏
三
首
歌
会

〔続
古
今
集
〕

○
内
裏
百
首
歌
会

〔続
古
今
集
〕

○
内
裏
五
首
歌
会

〔続
古
今
集
〕

文
永
二
年
（脇
）

〇

一
月
内
裏

一
首
歌
会

〔明
〕

◆

一
月
十
三
日
内
裏
詩
歌
会

（密
儀
）
〔深
〕

◆

一
月
十
四
日
詩
歌
会

（密
儀
）
〔深
〕

◆

一
月
十
七
日
当
座
和
歌
詩
会

〔深
〕

。
二
月
八
日
基
平
三
十
首
和
歌
題
を
給
わ
る

〔深
〕

・
二
月
十
六
日
御
書
所
作
文
出
題

〔外
〕

【題
】
（茂
範
出
題
）

【奉
行
】
…
実
国

◇
二
月
二
十
三
日
御
書
所
作
文

〔深

・
外
〕

【作
者
】
…
雅
言

・
等

◇
二
月
二
十
七
日
詩
合

〔深
〕

◇
二
月
二
日
詩
会

・
連
句

〔深
〕

【題
】
「拝
爵
桃
花
水
Λ
紅
字
ど

〇
二
月
十
七
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
二
月
内
裏
十
首
歌
会

〔明
。
続
千
載
集
〕

〇
四
月
五
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
十
九
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

。
四
月
二
十
八
日
続
古
今
集
撰
集
評
定

〔外
〕

〇
七
月
七
日
禅
林
寺
殿
御
会
七
百
首

〔外

。
明

。
国
１０
〕

〇
七
月
十
五
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
七
月
二
十
四
日
内
裏
当
座
歌
合

〔国
５
〕

〇
八
月
十
五
日
仙
洞
五
首
歌
合

〔国
５
〕

◆
八
月
仙
洞
詩
歌
合

〔続
古
今
集

。
夫
木
抄
〕

〇
九
月
十
三
日
亀
山
殿
五
首
歌
合

〔外

・
増
鏡

。
国
５
〕

〇
九
月
十
九
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
月
十
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

◇
十

一
月
二
十
九
日
北
野
作
文

〔外
〕

【題
】
「広
得
深
智
恵
」

○
十
二
月
五
日
左
京
大
夫
家
当
座
続
歌
合

〔吾
妻
鏡
〕

。
十
二
月
二
十
六
日
続
古
今
集
選
定
完
了

〔増
鏡

・
続
古
今
集
〕
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○
公
基
家
三
首
歌
会

〔続
古
今
集
〕

文
永
三
年

（‐２６６
）

〇
二
月

一
日
内
裏

一
首
歌
会

〔明
〕

〇
二
月
十
二
日
続
古
今
集
饗
宴

。
続
古
今
集
饗
宴
和
歌

〇
二
月
尽
日
内
裏
五
首

〔明
〕

〇
二
月
将
軍
家
当
座
歌
会

〔吾
妻
鏡
〕

○
春
　
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ⅳ
〕

〇
七
月
九
日
為
家
家
月
次
三
首

（為
家
Ⅳ
〕

〇
七
月
九
日
為
家
家
続
三
十
首

〔為
家
Ⅳ
〕

。
九
月
十
三
日
和
漢
連
句

（密
儀
）
〔深
〕

〇
九
月
十
三
日
為
家
家
続
三
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
二
月
十

一
日
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ⅳ
〕

◇
十
二
月
二
十
二
日
当
座
詩
会

〔深
〕

文
永
四
年

（‐２６７
）

〇

一
月
十
九
日
和
歌
会
始

（内
裏

一
首
歌
〈じ

〔続

・
明
〕

〇

一
月
二
十
六
日
前
内
大
臣
公
親
家
三
首
歌
会

〔明
〕

〇
二
月
九
日
内
裏
五
首
歌
会

〔続
・
明

。
新
千
載
集
〕

◇
二
月
二
日
詩
会

・
連
句

〔深
〕

【題
】
「曲
水
催
詩
酒
Λ
各
分

一
字
ど

（光
国
出
題
）

◇
二
月
二
十
日
北
野
作
文

〔外
〕

【作
者
】
…
長
成

。
等

〇
二
月
二
十
日
近
衛
殿
当
座
探
題
和
歌
会

〔深
〕

◆
春
　
内
裏
詩
歌
合

〔続

・
続
拾
遺
集

。
新
千
載
集
〕

○
春
　
十
楽
院
権
僧
正
道
玄
勧
進
日
吉
社
奉
納
廿

一
首
〔続
拾
遺
集

。
為
家
Ⅳ
〕

○
春
　
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ⅳ
〕

・
四
月
十

一
日
淳
範
献
詩
序
題

〔吉
〕

【題
】
「霜
降
野
色
寒
Λ
寒
字
ど

。
四
月
十
八
日
御
書
所
作
文
出
題

雲
己

【題
】
「殿
庭
夏
景
清
∧
清
字
ご

◇
四
月
二
十
五
日
御
書
所
作
文

・
連
句

宴
Ｔ

外

・
続
〕

【作
者
】
…
実
経

・
等
　
【講
師
】
…
在
守

〇
四
月
二
十
八
日
先
日
向
守
兼
氏
勧
進
加
茂
太
田
社
三
首

・
先
日
向
守
兼

氏
勧
進
加
茂
橋
本
社
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

◇
五
月
十
二
日
連
句

。
内
裏
百
日
詩
会
満
足

雲
己

【題
】
「詩
境
春
秋
富
Λ
題
中
ど

【作
者
】
‥
良
教
、
権
中
納
言
、
三
位
侍
従
、
宗
冬
・
忠
光
・
俊
国

。
在

匡

。
経
長

【講
師
】
…
在
匡
　
【連
句
執
筆
】
…
淳
範
　
【備
考
】
…
農
筆
都
序
あ
り

◆
六
月
十
五
日
泉
殿
詩
歌
会

雲
Ｔ

続
〕

〇
七
月
七
日
為
家
家
続
七
十
首

〔為
家
Ⅳ
〕

〇
七
月

（八
月
力
？
↓

十
七
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ⅳ
〕

◇
八
月
四
日
御
書
所
作
文

璽
己

◇
八
月
十
五
日
御
書
所
作
文

〔外
〕

※
底
本

二Ｘ

欠
字
。
前
後
の
記
述
に
よ
り
「作
文
」
と
判
断
。

【作
者
】
…
具
房
・
等

〔饗
宴
記

・
外
〕



〇
九
月
二
十
日
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ⅳ
〕

〇
九
月
但
馬
湯
治
中
院
入
道
三
首

〔明
〕

〇
九
月
歌
合

〔夫
木
抄
〕

○
右
京
大
夫
行
家
勧
進
住
吉
社
歌
合

〔明
・
為
家
Ｉ
〕

文
永
五
年
（囲
）

◆

一
月
二
十
日
詩
歌
会

〔深
〕

【詩
題
】
「鶯
出
奏
長
生
」
（在
章
出
題
）

【歌
題
】
「松
為
春
友
」

【和
歌
講
師
】
…
具
房
　
【詩
講
師
】
…
忠
方
　
【読
師
】
…
家
経

〇
二
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
御
忌
日
二
条
房
勧
進
三
首

〔明
・
為
家
Ｉ
〕

◆
二
月
十
日
関
自
左
大
臣
基
平
詩
歌
合

〔仁
寿
鏡
〕

【判
者
】
…
基
家

【詩
作
者
】
…
亀
山
天
皇
。
伊
頼
・
雅
言
上
房
教
。
在
章

・
光
国
。
具
房
・

実
冬

・
資
宣

・
在
匡

。
経
任

。
経
業

。
経
長

。
実
貫

・
等

【和
歌
作
者
∵
‥
為
氏
・
皇
后
宮
内
侍
・鷹
司
院
帥
・忠
光
・行
家
・良
教
。

大
宮
権
大
納
言
・
教
嗣
。
具
氏
。
中
納
言
興
侍
・
光
朝
。

為
教

・
隆
保

。
実
貫

〇
三
月
十
三
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

・
七
月
二
十
二
日
来
月
二
日
関
自
初
度
作
文
の
沙
汰

雲
己

【題
】
「佳
遊
契
萬
年
∧
情
字
ど

・
七
月
二
十
九
日
来
月
二
日
作
文
改
題

雲
己

【題
】
「佳
遊
契
萬
年
」
（経
光
出
題
）

・
八
月

一
日
作
文
条
々
を
定
む

雲
己

◇
八
月
二
日
関
自
基
平
初
度
作
文

宴
７

続
〕

【題
】
「歓
遊
契
万
年
∧
情
字
ど

（経
光
出
題
）

【作
者
】
…
良
教

・
具
房

。
実
冬

。
資
宣

。
俊
国

。
顕
資

。
経
業

・
範
忠

・

時
俊

・
光
朝

。
経
長

・
兼
頼

・
親
業

・
定
藤

・
範
長

・
輔
兼

。

仲
宣

（兼
イ
Ｙ

仲
親

。
重
房

・
兼
俊

・
在
宗

・
基
長

・
公
長

・

明
範

・
兼
仲

。
在
兼

・
淳
範

・
等

【読
師
】
…
良
教

。
光
朝
　
【講
師
】
…
在
兼
　
【奉
行
】
…
定
藤

・
八
月
二
日
十
五
夜
御
作
文
題
撰
進

（不
叶
）
〔士
己

・
八
月
五
日
十
五
夜
御
作
文

。
詩
合

。
和
歌
会

の
沙
汰

雲
己

【題
】
「歓
管
被
催
月
∧
声
字
ど
　
【奉
行
】
‥
光
朝

◆
八
月
十
五
日
関
自
基
平
作
文

。
五
首
歌
合

（後
に
詩
歌
を
番
え
る
）
・
連

句
連
歌

〔深

。
吉

・
続

・
続
拾
遺
集

。
人
家
集
〕

【題
】
「河
水
似
氷
」
「田
家
見
月
」
「月
驚
絶
恋
」

【作
者
】
…
資
宣

・
俊
国

。
在
匡

【講
師
】
…
親
業
　
【読
師
】
…
良
教
　
【和
歌
講
師

。
奉
行
】
‥
光
朝

。
八
月
十
六
日
去
夜

の
詩
歌
会

の
沙
汰
　
淳
範
詩
を
進
む

〔深
〕

●
九
月
十
三
日
内
裏
詩
御
会

（密
儀
）
。
自
川
殿
五
首
歌
合

雲
７

続
・
増
鏡

・
続
拾
遺
集

。
新
後
撰
集

・
続
後
拾
遺
集
〕

【作
者
】
…
伊
頼

・
等
　
【講
師
】
…
経
長

【歌
題
】
「河
水
澄
月
」
「暮
山
紅
葉
」
「深
夜
待
恋
」
「恨
不
逢
恋
」
等

〇
九
月
十
二
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

文
永
六
年
（囲
）

〇

一
月
十
七
日
為
家
家
当
座
三
首

〔明
。
為
家
Ｉ
〕

〇

一
月
二
十
六
日
前
内
大
臣
家
三
首

〔明
〕



〇

一
月
二
十
八
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
二
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
忌
日
二
条
房
勧
進
三
首

〔明
〕

〇
二
月

一
日
内
裏

一
首

〔続

。
明
・
増
鏡

。
公
卿
補
任
〕

〇
四
月
十
三
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
二
十
七
日
為
家
家
月
次
三
首

。
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
五
月
二
十
七
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
七
月
二
十
八
日
前
中
将
公
世
朝
臣
勧
進
加
茂
橋
下
社
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
九
月
十
二
日
嵯
峨
中
院
亭
月
続
百
首

〔嵯
峨
の
か
よ
ひ
路
〕

○
十

一
月

一
日
嵯
峨
中
院
亭
冬
探
題
五
十
首

〔嵯
峨
の
か
よ
ひ
路
〕

○
十

一
月
二
十
五
日
為
家
家
月
次
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

文
永
七
年

（‐２７０
）

〇

一
月
二
十
日
庚
申
当
座
二
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
二
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
遠
忌
座
主
勧
進
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
五
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
遠
忌
座
主
勧
進
三
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
七
月
二
十
二
日
庚
申
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

・
八
月
十
日
詩
井
に
作
法
の
沙
汰

Ｔ
己

●
八
月
十
五
日
内
裏
作
文

・
五
首
歌
会

・
連
句
連
歌

〔吉
。
続
・
秘
記
・
続
拾
遺
集
。
新
後
撰
集
。
新
千
載
集

。
新
拾
遺
集
〕

【題
】
「月
下
命
仙
遊
」
（在
匡
出
題
）

【読
師
】
…
伊
頼
　
【講
師

。
奉
行
】
…
経
長

【歌
題
】
「海
月
」
「野
月
」
「忍
恋
」
「恨
恋
」
等
　
【講
師
】
…
資
宣

〇
八
月
十
八
日
山
階
入
道
左
大
臣
家
十
首
月
次
初
度

〔為
家
Ｉ
〕

◆
九
月
十
三
日
内
裏
当
座
詩
歌
会

雲
７

続
〕

※

「有
分
左
右
有
合
手
勝
負
」
の
記
事
よ
り
詩
歌
合
と
判
断

【奉
行
】
…
光
朝

◆
九
月
二
十
日
内
裏
詩
歌
会

・
三
首
歌
会

。
当
座
詩
歌
会

・
連
句
連
歌

雲
７
続
・
続
拾
遺
集
。新
後
撰
集
。新
後
拾
遺
集
〕

【詩
題
】
「菊
芳
秋
景
暮
」
（在
匡
出
題
）

【作
者
】
…
伊
頼

・
資
宣

・
資
定

。
光
朝

。
在
匡
・
定
忠
。
経
頼
・
等

【読
師
】
…
伊
頼
　
【講
師

・
奉
行
】
…
経
長

【歌
題
】
「契
恋
」
（為
氏
出
題
）
等

〇
九
月
二
十
日
山
階
入
道
前
左
大
臣
家
月
次
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

●
間
九
月
九
日
内
裏
作
文

・
歌
会

。
連
句
連
歌

雲
Ｔ

続
〕

【詩
題
】
「再
酌
菊
花
酒

（盃
ご
　
【奉
行
】
…
権
右
中
弁
光
朝

【歌
題
】
（真
観
上
人
撰
進
）

【和
歌
奉
行
】
…
権
尚
書

【連
句
連
歌
執
筆
】
…
定
忠

○
聞
九
月
十
三
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

●
聞
九
月
二
十
九
日
内
裏
作
文

・
歌
会

・
連
句
雲
Ｔ
続
・新
拾
遺
集
。新
後
撰
集
〕

【詩
題
】
（俊
国
出
題
）

【作
者
】
…
伊
頼
・
俊
国
・
教
頼
・
光
朝
。
経
長
・
棟
望
・
定
望
。
高
朝
・

定
忠

・
等

（此
外
、
頭
弁
以
下
献
詩
退
出
）

【読
師
】
…
言
伊
　
【講
師
】
…
棟
望

【歌
題
】
「寄
菊
久
恋
」

【連
句
執
筆
】
…
定
忠

_53-



○
閏
九
月
尽
日
山
階
入
道
前
左
大
臣
家
月
次
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

○
十
首
歌
合

〔夫
木
抄
〕

文
永
八
年

（‐２７‐
）

◆

一
月
九
日
内
裏
詩
歌
会

・
歌
会

・
連
句

雲
Ｔ

続

・
風
雅
集
〕

【詩
題
】
「与
花
契
万
春
∧
春
字
ど

（俊
国
出
題
）

【作
者
】
…
前
左
府

（実
雄
Ｙ

大
炊
御
門
大
納
言

（信
嗣
）
。
藤
中
納
言
。

二
条
宰
相
中
将

（経
良
）
。
頭
弁
・
俊
国
。
在
匡
・
基
長
・
範

忠

。
経
長

・
棟
望
。
定
藤

。
経
頼

。
高
朝

・
定
忠

・
等

【歌
題
】
「禁
庭
松
久
」

【奉
行
】
…
光
朝
　
【連
句
執
筆
】
…
経
頼
　
【読
師
】
‥
前
左
府

（実
雄
）

【講
師
】
…
権
弁

。
俊
国
。
在
匡
・
等

【奉
行
】
…
権

◇

一
月
二
十

一
日
内
裏
作
文

・
連
句
五
十
韻

雲
７

続
〕

【題
】
「雨
露
叶
春
情
∧
恩

（思
）
字
ご

（在
匡
出
題
）

【作
者
】
‥
藤
中
納
言
。
中
院
宰
相
中
将

（具
氏
Ｙ

一
一条
宰
相
中
将

（経

良
Ｙ

頭
弁

。
教
経
・
俊
国
。
範
忠

。
高
朝

。
定
忠

。
経
長

・

等

（茂
範

。
在
匡
・
等
献
詩
）

【講
師
】
…
経
長
　
【奉
行
】
…
経
長
　
【連
句
執
筆
】
…
高
朝

〇

一
月
二
十
九
日
山
階
入
道
左
大
臣
家
月
次
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

。
二
月
十
四
日
茂
範
朝
臣
、
題
重
ね
て
撰
進
奏
覧

Ｔ
己

【題
】
「春
水
映
紅
桃
∧
題
中
ど

〇
二
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
院
忌
日
二
条
房
勧
進
五
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
二
月
二
十
六
日
和
歌
題
撰
進
の
沙
汰

雲
己

〇
二
月
仲
業
入
道
照
心
勧
進
三
首
経
料
紙
料

〔為
家
Ｉ
〕

◇
二
月
三
日
連
句

。
内
裏
作
文

塞
Ｔ

続
〕

【題
】
「春
水
映
紅
桃
∧
題
中
ど

（茂
範
出
題
）

【作
者
】
…
伊
頼

。
等

【読
師
】
…
言
伊
　
【講
師
】
…
定
藤
　
【奉
行
】
…
経
長

【連
句
執
筆
】
…
経
長

〇
二
月
二
十
九
日
山
階
入
道
前
左
大
臣
家
月
次
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
四
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
五
日
為
家
家
続
五
十
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
十
八
日
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
二
十
二
日
為
家
家
続
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
四
月
二
十
八
日
為
家
家
続
五
十
首

。
当
座
百
首

〔為
家
Ｉ
〕

〇
六
月
　
を示
尊
親
王
家
百
首
歌
合

〔明
〕

◆
七
月
七

・
八
日
詩
歌
合
会

（密
儀
）
衆
議
判

雲
Ｔ

続
〕

〇
七
月
七
日
白
河
殿
探
題
百
首

宴
Ｔ

続
。
新
千
載
集
・
続
後
拾
遺
集

・
続
千

載
集

。
人
家
集

。
関
月
集

。
源
承
和
歌
口
伝
〕

◆
七
月
二
十
五
日
内
裏
続
当
座
詩
歌
合
衆
議
判

雲
己

◆
八
月
二
日
内
裏
詩
歌
会

宴
己

・
八
月
二
十
七
日
明
後
日
詩
会
題
を
下
さ
る

宴
己

【詩
題
】
「月
夜
聴
松
風
∧
聴
ご

◇
八
月
二
十
九
日
内
裏

一
首

（詩
会
延
引
）
〔吉

。
続

。
明
。
一
代
要
記
〕

【題
】
「月
夜
聴
松
風
」

文
永
九
年

（‐２７２
）

〇
八
月
十
五
日
入
道
前
大
納
言
為
家
卿
家
続
歌
百
首

〔明
〕
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○
十
二
月
二
十
八
日
西
園
寺
三
首

〔明
〕

○
十
二
月
左
大
弁
資
宣
勧
進
三
首

〔明
〕

文
永
十
年

（‐２７３
）

〇

一
月
二
十
四
日
西
園
寺
三
首

〔明
〕

〇
二
月
北
野
三
首

〔明
〕

〇
七
月
七
日
内
裏
七
首
歌
会

〔続

・
続
拾
遺
集

・
風
雅
集
〕

◆
七
月
十
日
詩
歌
会

（密
儀
）
〔吉

・
続
〕

【詩
講
師
】
…
経
長
　
【和
歌
講
師
】
…
経
業
　
【奉
行
】
…
実
冬

○
住
吉
社
歌
合

〔遺
塵
集
〕

文
永
十
一年
（幽
）

〇

一
月
　
北
辺

一
首

〔明
〕

〇
二
月
　
北
辺
持
明
院
三
首

〔明
〕

〇
二
月
　
北
辺
三
首

〔明
〕

〇
二
月
後
鳥
羽
院
忌
日
二
条
房
勧
進
三
首

〔明
〕

〇
七
月
七
日
仙
洞
探
題
歌
会

・
歌
合
等

〔続
・
新
千
載
集
〕

。
十

一
月
十
九
日
大
嘗
祭

〔続
。
一
代
要
記
・
歴
代
編
年
・
歴
代
最
要
・
皇
年

私
記
・
公
卿
補
任
。
家
抄
。
紹
運
録
。
増
鏡
・
園
太
暦
追
〕

○
善
峰
寺
三
百
三
十
三
首

（光
俊
出
題
）
〔明
〕

文
永
十
二
年
／
建
治
元
年

（‐２７５
）

〇
二
月
後
鳥
羽
院
忌
日
二
条
房
勧
進
三
首

〔明
〕

〇
七
月
七
日
七
首
題
和
歌
会

〔続
・
続
拾
遺
集
〕

〇
九
月
十
三
日
摂
政
家
経
家
月
十
首
題
歌
合

〔続
・
国
５
〕

建
治
二
年

（‐２７６
）

〇
二
月
　
一二
首
歌
会

〔明
〕

・
間
二
月
現
存
三
十
六
人
詩
歌

〔国
１０
〕

・
七
月
二
十
二
日
和
歌
撰
集
事
を
為
氏
に
仰
せ
あ
り

〔続
。
拾
芥
〕

◇
八
月
十
三
日
御
書
所
作
文

・
郭
曲

〔勘

・
続
〕

【題
】
「勝
遊
不
限
年
」

【作
者
】
…
経
長
・
実
盛
。
在
公
。
在
匡
・
宗
冬
・
雅
方
・
良
宗
・
棟
望
。

経
頼
・
俊
定
。
兼
忠
・
仲
兼
。
雅
藤
・
顕
家
。
在
守
。
頼
藤
・

経
雄
。
在
範

。
在
顕

。
明
範

（『兼
仲
記
』
は
時
範
）
。
重
房
・

資
宗
。
在
輔
。
在
兼
。
在
久
・
淳
範

。
在
綱
・
業
範
・
春
範

。

博
経

・
等

【読
師
】
…
明
範
　
【講
師
】
…
資
宗

◇
八
月
十
五
日
亀
山
殿
作
文

〔勘

・
続

・
御
遊
抄
〕

【題
】
「仙
境
月
光
明
Λ
題
中
ど

（経
業
出
題
）

〇
八
月
十
九
日
亀
山
殿
管
弦
歌
会
歌
会

宴
Ｔ

勘

・
続

・
続
拾
遺
集
〕

【題
】
「松
色
浮
池
」
（資
宣
出
題
）

【作
者
】
…
兼
平
。
師
継
・
為
氏
。
長
雅
。
実
兼
。
実
家
・
兼
忠
。
経
任
・

資
宣

。
為
教

。
経
良

。
実
冬

。
隆
康

。
公
衡

・
為
教
卿
女

・

為
世
・
教
経

。
経
長

。
隆
博

。
為
兼

・
為
方

【講
師
】
…
頭
弁
　
【読
師
】
…
師
継

。
実
冬
　
【序
】
…
師
継

〇
九
月
十
三
日
内
裏
五
首
歌
会

〔続

。
新
後
撰
集

。
新
千
載
集
〕

○
住
吉
社
三
十
五
番
歌
合

〔国
１０
〕

建
治
三
年

（‐２７７
）

〇
九
月
十
三
日
内
裏
五
首
歌
会

〔続

。
新
千
載
集
〕



○
性
助
法
親
王
三
首
歌
会

〔源
承
和
歌
口
伝
〕

使
用
テ
キ
ス
ト
　
『吉
続
記
』
…

『史
料
大
成
』

『続
史
愚
抄
』
…

『国
史
大
系
』

『外
記
日
記
』
…

『続
史
籍
集
覧
』

『深
心
院
関
白
記
』
…
『陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
第
二
輯
』

『明
題
部
類
抄
』
…
宗
政
五
十
緒
氏
編

『明
題
部
類
抄
』

（新
典
社
　
平
成
二
年
十
月
）

『勘
仲
記
』
…

『史
料
大
成
』

和
歌
集
は

『新
編
国
歌
大
観
』

歌
学
書
は

『
日
本
歌
学
大
系
』

Ⅱ
　
詩
歌
合
の
形
態
と

『十
七
番
詩
歌
合
』

完
本
に
近
い
形
で
残
る
詩
歌
合
は
、
殆
ど
が
、
左
が
漢
詩

（
一
句
）、
右

が
和
歌
で
、
二
番
ず
つ
同
人
が
出
詠
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
も
そ
れ

は
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『詩
歌
合

（文
安
三
年
ご

の
一
番
の
判
詞
で
、

一
条
兼
良
に

「詩
歌
合
と
い
ふ
物
は
…
…
中
比
建
仁
の
摂
政

（良
経
）、
此

み
ち
を
し
も
に
ひ
ろ
め
侍
り
し
の
ち
、
元
久
の
上
皇
そ
の
心
ざ
し
を
か
み

に
の
べ
ま
し
ま
し
け
ら
し
…
…
」
と
い
わ
れ
画
期
と
さ
れ
た

コ
九
久
詩
歌

合
』
が
、
既
に
そ
う
し
た
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
規
範
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の

コ
冗
久
詩
歌
合
』
に
つ
い
て
、
近
時
、
堀
川
貴
司
氏

「
「元

久
詩
歌
合
」
に
つ
い
て
―

「詩
」
の
側
か
ら
―
」
（国
語
と
国
文
学
７‐
１
１
．

平
成
六
年
一
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
書
に
つ
い
て
も
多
く
示
唆
を
与
え
る

論
で
あ
る
。
氏
の
論
を
参
照
し
つ
つ
、
規
範
と
な
っ
た

『元
久
詩
歌
合
』

に
つ
い
て
見
て
い
く
。

『元
久
詩
歌
合
』
は
、
元
来
、
藤
原
良
経
が
企
図
し
、
藤
原
定
家
に
題

と
作
者
の
選
定
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
後
鳥
羽
院
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
院
主
催
の
形
で
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

事
情
で
あ
る
以
上
、
「全
体
の
枠
組
は
良
経
周
辺
で
決
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
よ
い
」
し
、
形
式
も
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
良
経
家
詩
歌
合
に
連

な
る
。
良
経
は
、
前
掲
兼
良
の
判
詞
で
も
窺
え
る
よ
う
に

「此
の
み
ち
を

ひ
ろ
め
」
た
人
物
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

良
経
家
で
の
、
詩
歌
合
の
初
例
は
、
正
治
二
年
間
二
月
二
十

一
日
で
あ

る
。
こ
の
詩
歌
合
に
つ
い
て
は
、
『明
月
記
』
に
詳
細
な
記
述
が
あ
り
参

考
に
な
る
。
こ
れ
以
前
に
良
経
家
で
は
、
詩
会
と
和
歌
会
と
を
同
じ
場
所

で
続
け
て
開
催
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
、
そ
の
参
加
者
も
和
漢
兼
作
者

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
開
催
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。

さ
て
当
日
の
詩
歌
合
で
あ
る
が
、
題
は
、

詩
題
　
春
日
山
寺
即
事
∧
勒
新
春
人
塵
、
此
勒
字
被
召
為
長
∨

歌
題
　
山
花
　
　
瀧
水

と
記
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
と
漢
詩
は
題
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
形
態
で

あ
る
が
、
及
晩
頭
雷
鳴
、
以
後
献
詩
、
殿
下
召
取
之
、
結
番
御
清
書
、
信
定
又
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給
之
書
∧
詩
不
書
発
落
句
、
胸
腰
句
合
和
歌
二
首
也
ｖ

と
あ
り
、
詩
の
発
句

・
落
句
は
書
か
ず
、
胸
句

。
腰
句
と
い
う
対
句
二
聯

を
献
じ
和
歌
二
首
に
番
え
た
と
い
う
が
、
勝
負
付
け
に

「有
家
朝
臣
∧
一

首
勝
／
一
首
持
ど
、
「定
家
ヽ
ヽ
∧
一
首
勝
／
一
首
持
ど
、
「為
長
∧
一
首
持
／

一
首
勝
ど

等
と
あ
り
、　
一
首
に

一
聯
が
番
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
「詩
不
書
発
落
句
、
胸
腰
句
合
和
歌
二
首
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
は
、

詩

一
首
を
作
り
、
そ
の
中
か
ら
胸
句

・
腰
句
を
の
み
抜
き
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

次
は
、
同
年
十
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

九
日
、
天
晴
、
…
…
乗
燭
之
程
、
騎
馬
参
法
性
寺
御
造
作
所
、
詠

四
首
歌
詩
∧
大
臣
殿
、
一二
位
殿
、
有
家
、
為
長
、
成
信
ｖ
、
歌
Λ
段
、
隆
信
、

予
、
隆
範
、
成
清
ｖ
、
以
六
韻
詩
四
句
被
合
四
首
歌
、
勝
負
評
定
了
、

夜
半
許
御
共
帰
、
即
退
下
、
冬
日
於
山
家
即
時
Λ
勒
∨
、
歌
山
家
雪
、

山
家
氷
、
山
家
嵐
、
山
家
歳
暮

詩
は
、
「冬
日
於
山
家
即
時
」
の
題
で
、
勒
韻
の
六
韻
詩
か
ら

「四
句
」

を
抜
き
出
し
、
和
歌
と
番
え
た
と
い
う
。
前
回
の
詩
歌
合
で
は

「新
春
人

塵
」
を
韻
字
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
賦
さ
れ
た
詩
は
四
韻
詩
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
六
韻
詩
で
あ
る
。
前
回
と
同
様
、
対
句
で
構
成

さ
れ
る
、
二
上
二
・
四
・
五
聯
を
抜
き
出
し
て
、　
一
聯
に

一
首
の
和
歌
を

番
え
た
と
思
わ
れ
る
。

次
は
、
建
仁
二
年
七
月
廿
九
日
に
詩
歌
を
番
え
、
翌
、
八
月

一
日
に
評

定
さ
れ
て
い
る

貧
明
月
記
し
。
題
に
つ
い
て
は

「以
難
題
詠
二
首
、
於
歌

者
極
大
事
欺
」
と
あ
り
、
「難
題
」
に
よ
っ
て
漢
詩
或
い
は
和
歌
を
二
首

ず

つ
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
歌
合
で
は
、
前
回
ま
で
と
異

な
り
、
和
歌
と
漢
詩
が
同
題
で
番
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時

の
漢
詩
が
、
前
回
ま
で
と
同
様
、
一
首
の
詩
か
ら
対
句
を
抜
き
出
し
た
の

か
、　
一
首
そ
の
ま
ま
用
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
三
回
に
亘
る
詩
歌
合
で
は
、
実
作
が
殆
ど
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
状
況

―
殊
に
漢
詩
が
何
様
に
和
歌
と
番
え
ら
れ
た
の
か
―
が
不
明
で
あ
る
が
、

最
初
の
二
回
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
は

一
首
賦
さ
れ
、
そ
の

中
の
対
句
部
分
―
四
韻
詩
で
あ
れ
ば
第
二
。
第
二
聯
の
胸
句

・
腰
句
、
六

韻
詩
で
あ
れ
ば
、
第
二
第
二
第
四
第
五
聯
―
が
抜
き
出
さ
れ
、
そ
の
一
聯

貧
句
）
が
和
歌

一
首
と
番
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
『元
久
詩
歌
合
』
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
詩
歌
合
の
形
態
か
ら
は
、
フ」
れ
も

一
首
の
詩
の
対
句
部
分
が
抜
き
出

さ
れ
て
和
歌
と
番
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

そ
の
点
は
、
先
ず
、
脚
韻
で
確
認
で
き
よ
う
。
堀
川
氏
作
成
に
な
る
表

を
脚
韻
部
分
の
み
記
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
数
字
は
国
歌

大
観
番
号
で
は
な
く
、
番
数
に
よ
る
。

資
実

良

輔

良
経

六 五
番 番

狐
Ａ
模
∨

湖
∧
模
∨

三
番

郷
∧
陽
ｖ

四
番
　
長
∧
陽
ｖ

一
番

間
∧
山
ｖ

二
番

山
∧
山
ｖ

水
郷
春
望

稀
∧
微
ｖ

帰
∧
微
∨

山
路
秋
行
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孝
範
信
定
成
信

宗
行
盛
経
為
長

宗
業
頼
範
在
高

長
兼
不
明
不

二
十
九
番
青
Ａ
青
ｖ

十
九
番
　
留
∧
尤
∨

二
十
番
　
楼
∧
候
ｖ

十
七
番
　
船
∧
仙
ｖ

十
八
番
　
天
∧
先
∨

十
五
番
　
波
∧
式
∨

十
六
番
　
過
∧
式
∨

声
∧
清
∨

程
∧
清
∨

十 十
四 三
番 番

堤
Ａ
斉
∨

低
∧
斉
ｖ

十 十

番 番

新
∧
真
∨

人
∧
真
∨

十 九
番 番

七
番
　
弊
∧
麻
∨

八
番
　
花
∧
麻
∨

十
七
番
低
∧
斉
∨

十
八
番
畦
∧
斉
ｖ

十
五
番
花
∧
麻
ｖ

十
六
番
霞
Ａ
麻
ｖ

十
二
番
人
∧
真
∨

十
四
番
春
∧
諄
∨

十

一
番
塵
∧
真
∨

十
二
番
春
∧
諄
ｖ

九
番
　
惟
∧
脂
∨

十

一
番

閑
∧
山
ｖ

十
二
番

山
∧
山
ｖ

多
∧
歌
ｖ

雲
∧
文
∨

十 十
四 三
番 番

十
五
番
　
秋
∧
尤
∨

十
六
番
　
楼
∧
侯
∨

十
七
番
　
夢
Ａ
東
ｖ

十
八
番
　
紅
∧
東
∨

十
九
番
　
閑
∧
山
∨

二
十
番
　
山
∧
山
∨

二
十
五
番
心
∧
心
∨

連
∧
仙
∨

天
∧
先
∨

十

一
番
立民

侵
∨

十
二
番
林
∧
侵
ｖ

十
二
番
衣
∧
微
∨

十
四
番
帰
Ａ
微
∨

の
表
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う

親
経

と
な
妻
羽

行
長
家
宣

三
十
七
番
重
∧
鍾
∨

三
十
八
番
松
∧
鍾
∨

三
十
五
番
塵
∧
真
ｖ

三
十
六
番
辰
∧
真
∨

三
十
二
番
隣
∧
真
∨

三
十
四
番
春
Ａ
諄
ｖ

三
十

一
番
声
∧
清
ｖ

三
十
二
番
名
∧
清
∨

三
十
番
　
沐
∧
青
∨

同

同

じ

一
番

開
∧
吟
∨

二
番

来
∧
吟
∨

三

丞

【
　

圭
戸

∧

精

ｖ

四
番
　
林
∧
侵
∨

五
番
　
西
∧
斉
ｖ

六
番
　
∠
∧
斉
∨

七
番
　
幽
∧
幽
∨

八
番
　
秋
∧
尤
∨

十
番
　
眉
∧
脂
ｖ

で
詩

衆
♂

訴

詳

』

Ｆ

， 在
だ

％

〆

謀

纂

辞

部

製

見
る
。
そ
も
そ
も
漢
詩
の
平
仄
は
七
言
絶
句
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

七
言
四
韻
略
頌
云
、
発
自
他
声
。
平
声
可
准
知
之
。

他
々
平
々
々
他
々
。
平
々
他
々
々
平
々
。
∧
韻
。
已
上
発
句
ｖ

平
々
他
々
平
々
他
。
他
々
平
々
他
々
平
。
∧
韻
。
已
上
胸
句
∨

他
々
平
々
々
他
々
。
平
々
他
々
々
平
々
。
∧
韻
。
已
上
腰
句
ｖ

平
々
他
々
平
々
他
。
他
々
平
々
他
々
平
。
∧
韻
。
已
上
落
句
∨

Ｇ
作
文
大
体
』
（群
書
類
従
本
）

第
七
調
声
）

基
本
的
に
は
、　
一
句
の
二

。
四

。
六
字
目
が
問
題
に
な
る
。
胸
句

。
腰

句
が
問
題
に
な
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
平
声
を

「○
」
、
他
声
を

「●
」
で

表
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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×

○

×

●

×

○

×

×
●
×
○
×
●
◎
　
∧
胸
句
∨

×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
◎
　
Ａ
腰
句
∨

こ
れ
は
仄
起
式
の
場
合
で
あ
る
。
平
起
式
の
場
合
の
胸
句

・
腰
句
は
次

の
よ
う
に
な
る
。

×

●

×

○

×

●

ｘ

×
○
×
●
×
○
◎
　
∧
胸
句
ｖ

×
○

×

●

×
Ｏ

ｘ

ｘ
●
×
○
×
●
◎
　
∧
腰
句
ｖ

同
様
な
こ
と
を
、
『元
久
詩
歌
合
』
で
、
便
宜
的
に
最
初
の
十
二
番
ま

で
の
詩
句
で
行
う
と
、
次
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。

一
番
　
×
●
×
○
×
●
×
　
　
　
　
七
番
　
×
○
×
●
×
○
×

×
○
×
●
×
○
山
　
　
　
　
　
　
　
×
●
×
○
×
●
麻

二
番
　
×
○
×
●
×
○
×
　
　
　
　
八
番
　
×
●
ｘ
Ｏ
×
●
×

×
●
×
○
×
●
山
　
　
　
　
　
　
　
×
○
×
○
×
○
麻

×
○
×
●
×
○
模
　
　
　
　
　
　
　
×
●
×
○
×
●
斉

六
番
　
×
○
×
●
×
○
×
　
　
　
　
十
二
番
×
●
×
○
×
●
×

×
●
×
Ｏ
ｘ
●
模
　
　
　
　
　
　
　
×
○
×
●
×
○
斉

七
番

・
八
番
に
乱
れ
が
あ
る
も
の
の
、
他
は
平
仄
の
面
で
も
、
ほ
ば
、

一
首
の
胸
句

。
腰
句
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、

一
首
の
繋

が
り
で
な
く
二
句
を
賦
し
て
い
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

一
組
が
賦
さ
れ
て
も

お
か
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
◎

×

●

ｘ
Ｏ

ｘ
●

×

×
○
×
●
ｘ
Ｏ
◎

し
か
し
、
実
際
の
平
仄
で
は
そ
の
よ
う
な
作
は
現
れ
ず
、
一
首
か
ら
抜

き
出
し
た
対
句
部
分
二
聯
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

実
作
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
る
詩
歌
合
は
、
次
に

『内
裏
詩
歌
合

（建
保
元

年
ご

が
あ
る
。
こ
れ
も

コ
九
久
詩
歌
合
』
と
同
様
、
脚
韻
を
調
べ
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

経
高

範

時

五
番

　

花

∧
腕

ｖ

六
番
　
家
∧
麻
ｖ

三
番

垂
∧
支
ｖ

四
番
　
差
∧
支
∨

行
∧
庚
ｖ

声
∧
庚
∨

番 番

山
中
花
夕

工
型

酋

　

壺
“
∧

支

∨

六
番
　
気
∧
支
ｖ

十
五
番
　
閑
∧
側
ｖ

十
六
番
　
山
∧
側
ｖ

十

一
番

斜
∧
麻
ｖ

十
二
番

花
∧
麻
ｖ

野
外
秋
望

二
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
陽

四
番
　
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
陽

五
番
　
×
●
×
○
×
●
×

九
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
真

十
番
　
×
○
×
●
ｘ
Ｏ
×

×
●
×
○
×
●
真

十

一
番
×
○
×
●
×
○
×



棟
基
家
光
知
長
兼
隆
教
実

家

宣
通
方
頼
範
範
朝
資
実

十
九
番
　
閑
∧
側
∨

二
十
番
　
山
∧
側
∨

十
七
番
　
之
∧
支
∨

十
八
番
　
時
∧
支
∨

十
五
番
　
遅
Ａ
支
ｖ

十
六
番
　
遺
∧
支
∨

稜
∧
蒸
∨

昇
∧
蒸
∨

十 十
四 三
番 番

十

一
番

分
∧
文
∨

十
二
番

雲
∧
文
∨

家
∧
麻
∨

霞
∧
麻
∨

十 九
番 番

七
番
　
松
∧
冬
∨

八
番
　
重
∧
冬
ｖ

十
五
番
春
Ａ
真
ｖ

十
六
番
辰
∧
真
ｖ

十
二
番
花
∧
麻
ｖ

十
四
番
霞
∧
麻
ｖ

十

一
番
春
∧
真
∨

十
二
番
匂
∧
真
∨

田
∧
先
∨

懸
∧
先
∨

二 十
十 九
番 番

十
七
番
　
村
∧
元
∨

十
八
番
　
樽
∧
元
∨

二
十
二
番
深
∧
侵
∨

二
十
四
番
林
∧
侵
∨

秋
∧
尤
∨

棲
∧
尤
∨

十 十
四 三
番 番

七
番
　
程
∧
庚
Ｖ

八
番
　
驚
∧
庚
Ｖ

九
番
　
棲
∧
斉
Ｖ

十
番
　
低
∧
斉
∨

一
番

人
∧
真
∨

二
番

頻
∧
真
ｖ

二
番

多
∧
歌
∨

四
番
　
波
∧
歌
∨

十
六
番
声
∧
庚
∨

十
六
番
程
∧
庚
∨

十

一
番
荒
∧
陽
∨

十
二
番
揚
∧
陽
∨

以
上
、
結
果
と
し
て
は
、
『元
久
詩
歌
合
』
と
同
様
、
こ
こ
で
も
、
同

一
人
の
詩
句
が
同
じ
脚
韻
で
賦
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
平
仄

に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
以
下
、
『元
久
詩
歌
合
』
と
同
様
、
便
宜
的
に

五
番
　
×
●
×
○
×
●
×
　
　
　
　
十

一
番
×
○
×
●
×
○
×

×
○
×
●
×
○
麻
　
　
　
　
　
　
　
×
●
×
○
×
●
文

六
番
　
×
○
×
●
×
○
×
　
　
　
　
十
二
番
×
●
×
○
×
●
×

×
●
×
○
×
●
麻
　
　
　
　
　
　
　
×
○
×
●
×
○
文

こ
の
結
果
か
ら
も
、
十
番
に
乱
れ
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
一
首
の
詩
の

対
句
部
分
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
詩
歌
合
の
脚
韻

。
平
仄
か
ら
、
詩
歌
合
に
お
い
て
は
同

一
人
の

作
に
な
る

（同
韻
の
）
漢
詩
は
、　
一
首
の
詩
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
詳
細
な
記
録
が
残
ら
な
い
た
め
実

際
の
状
況
が
つ
か
め
ず
、
一
首
を
賦
し
て
抜
き
出
し
た
の
か
、
対
句
部
分

だ
け
を
賦
し
た
の
か
は
厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
二
番

一
組
で

一

首
の
世
界
で
詩
を
賦
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

コ
九
久
詩

十
二
番
ま
で
を
示
す
。

一
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
庚

二
番
　
×
○
×
●
×
○
×

×
●
ｘ
Ｏ
×
●
庚

二
番
　
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
支

四
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

七
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
冬

八
番
　
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
冬

九
番
　
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
麻

十
番
　
×
○
×
○
×
○
×

×
●
×
○
×
●
麻



歌
合
』
の
九
番

・
十
番
は
、

海
岸
孤
松
雲
外
見
　
　
海
岸
の
孤
松
雲
外
に
見
ゆ

江
村
遠
柳
雨
初
新
　
　
江
村
の
遠
柳
雨
初
め
て
新
た
な
り

（九
番
）

意
留
何
処
放
遊
客
　
　
意
何
処
に
留
む
放
遊
の
客

楽
在
其
中
漁
釣
人
　
　
楽
其
の
中
に
在
り
漁
釣
の
人

（十
番
）

と
あ
る
。
こ
れ
は

「水
郷
春
望
」
の
題
で
賦
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
九
番
で

は
、
題
で
表
さ
れ
る
光
景
を
詠
み
、
十
番
の
句
で
、
そ
の
風
景
の
中
の
人

物
に
視
点
が
移
る
、
と
い
う
形
で

一
首
の
世
界
が
あ
る
。

以
上
先
行
す
る
詩
歌
合
か
ら
そ
の
形
態
を
詩
を
中
心
に
探
っ
て
き
た
。

本
書
が
こ
れ
ら
先
行
す
る
詩
歌
合
の
中
で
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
述
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
合
と
は
決
定
的
に
相
違

す
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
行
す
る
詩
歌
合
が
題
に
よ
っ
て
和
歌
と
漢

詩
が
番
わ
れ
る
の
に
対
し
、
本
書
は
、
和
歌

。
漢
詩
に
限
ら
ず
題
が
な
く

韻
字
に
よ
っ
て
番
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ

来
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
、
ま
た
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
も
あ
る
。

先
行
す
る
詩
歌
合
と
の
繋
が
り
か
ら
見
て
い
こ
う
。
つ
ま
り
、
同

一
の

作
者
の
作
に
な
る
、
二
番
続
き
の
詩
が
、　
一
首
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
の

か
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
共
通
の
。
一
連
の
詩
句
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
書
は
、
十
四
番
全
て
が

「遺
」
「糸
」
の
韻
字
で
あ
る
の
で
、
脚
韻

か
ら
二
番

一
組
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
平
仄
の
面

か
ら
見
て
い
く
。
以
下
、
先
に
例
に
準
じ
て
平
仄
を
挙
げ
る
。

実
冬
　
七
番
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

八
番
×
○
×
●
×
●
×

×
●
×
○
×
●
支

以
上
が
、
本
書
の
平
仄
で
あ
る
。
七

・
八
番
、
十
三

・
十
四
番
に
乱
れ
が

あ
る
が
、
殆
ど
が
対
句
同
士
の
繋
が
り
と
し
て
は
正
し
く
配
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
も
二
番

一
組
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
作
か
ら
の
検
討
も
要
し
よ
う
。

女
房
　
一
番
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

二
番
×
○
×
●
×
○
×

ｘ
●
×
○
×
●
支

不
明
　
一二
番
ｘ
Ｏ
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
支

四
番
×
●
×
○
×
●
×

ｘ
Ｏ
×
●
ｘ
Ｏ
支

実
家
　
五
番
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
Ｏ
ｘ
●
支

六
番
ｘ
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

明
範
　
九
番
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

十
番
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
支

則
任
十

一
番
×
●
×
○
×
●
×

×
○
×
●
×
○
支

十
二
番
×
○
×
●
×
○
×

×
●
×
○
×
●
支

在
守
十
二
番
×
●
×
○
×
●
×

ｘ
Ｏ
×
●
×
○
支

十
四
番
×
○
×
○
×
○
×

×
●
×
○
×
●
支
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月
臨
苔
径
霜
粧
冷
　
月
苔
径
に
臨
み
て
霜
粧
冷
じ

嵐
過
松
巖
雨
響
遺
　
山風
松
巖
に
過
ぎ
て
雨
響
遺
る

全
二
番
）

虚
澗
夜
窓
聞
落
葉
　
虚
澗
の
夜
窓
落
葉
を
聞
く

康
籐
秋
草
見
遊
糸
　
康
簾
の
秋
草
遊
糸
を
見
る

（四
番
）

詳
細
は
、
注
釈
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
三
番
で
は
、
夜
、
月

が
照
り
、
松
を
吹
き
去
っ
た
あ
ら
嵐
で
雨
の
様
な
音
が
の
こ
る
と
詠
ま

れ
、
四
番
で
は
、
夜
、
落
葉
の
音
を
聞
く
、
遊
糸
を
見
る
、
と
あ
る
が
、

落
葉
の
音
は
雨
に
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一二
番
詩
の
下
旬
と
繋
が

る
表
現
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
二
番

一
組
と
し
て
捉
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

蔵
水
舟
行
昏
樟
急
　
蔵
水
舟
行
く
こ
と
昏
に
樟
さ
し
て
急
な
り

松
台
琴
罷
暁
声
遺
　
松
台
琴
罷
み
て
暁
の
声
遺
れ
り

（
一
番
）

雁
難

一
二
雲
辺
字
　
雁
は

一
二
ら
か
に
し
難
し
雲
辺
の
字

月
是
初
三
山
上
糸
　
月
は
是
れ
初
三
山
上
の
糸

（二
番
）

の
例
は
、
「雲
衣
は
疱
叔
が
覇
中
の
贈
　
風
櫓
は
＠
湘
浪
の
上
の
舟
∧
後
中

書
王
ど

（『和
漢
朗
詠
集
』
上
・
鷹
。
３２
）、
「弓
に
驚
き
て
は
斜
に
避
る
三
更

の
月
　
櫓
を
引
き
て
は
遥
に
過
ぐ
萬
里
の
雲
∧
成
行
塞
雁
去
／
村
上
御
―
ど

含
新
撰
朗
詠
集
』
上
・
雁
。
３０
）
等
、
雁
を
舟
に
見
立
て
る
用
法
か
ら
、
昏

に
悼
さ
す
こ
と
急
で
あ
っ
た
の
は
、
実
は
、
空
飛
ぶ
雁
で
あ
っ
た
の
だ
、

と
い
う
繋
が
り
も
見
出
せ
な
く
は
な
い
も
の
の
、
同

一
作
者
の
作
と
雖

も
、　
一
首
の
繋
が
り
を
も
っ
て
賦
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
組
み
合

わ
せ
が
、
本
書
で
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
十
老
情
清
颯
冷
　
四
十
の
老
情
講
颯
と
し
て
冷
じ

箕
襄
旧
業
柳
塵
遺
　
箕
裏
の
旧
業
柳
塵
遺
れ
り

（九
番
）

自
雲
雁
点
数
行
字
　
自
雲
に
雁
点
ず
数
行
の
字

秋
水
鷺
飛

一
片
糸
　
秋
水
に
鷺
飛
ぶ

一
片
の
糸

（十
番
）

こ
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
九
番
で
は
、
四
十
で
老
い
を
感
じ
つ
つ
家
の

学
問
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
詠
ま
れ
る
が
、
十
番
で
は
、
空
を
飛
ぶ

雁
と
鷺
が
詠
ま
れ
、
こ
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
を
探
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
他
の
組
み
合
わ
せ
で
も
、
二
番
が

一
連
の
詩
句
と
し
て
積
極
的
に
読

み
う
る
例
は
殆
ど
見
え
な
い
。
本
書
の
二
番
の
組
み
合
わ
せ
は
、
平
仄
に

お
い
て
は
先
行
す
る
詩
歌
合
と
同
様
、
一
首
の
対
句
部
分
の
如
き
様
相
を

表
し
て
い
た
が
、
実
作
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
は
読
み
と
れ
な
い
の
で

あ
る
。
本
書
に
先
行
す
る
詩
歌
合
は
、
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
歌
と
番

わ
れ
て
い
た
。
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
詩
が
賦
さ
れ
る
以
上
、
二
番

の
詩
句
は
、
同

一
世
界
を
表
し
う
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、

既
に

コ
九
久
詩
歌
合
』
に
お
い
て
、
二
番
が

一
首
の
対
句
部
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
緊
密
性
が
希
薄
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
堀
川
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

２‐
千
程
春
浪
駅
船
路
　
一
穂
暮
煙
潮
戸
堤

２３
遠
雁
消
霞
湖
月
上
　
驚
鵜
拍
水
海
雲
低

２‐
は

「潮
戸
堤
」
が

「水
郷
」、
「春
」
は
そ
の
字
を
使
い
、
「千

程
」
〓

穂
暮
煙
」
が

「望
」
を
表
す
。
２３
に
は

「郷
」
の
要
素
は
な

い
も
の
の
、
水
辺
の
春
景
を
そ
の
ま
ま
描
い
て
お
り
、
「善
喩
」
「本

文
」
を
用
い
た
表
現
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
∧
中
略
ｖ
初
め

一
首
の
詩



と
し
て
作
っ
て
も
、
詩
歌
合
に
お
い
て
は
発
句

・
落
句
は
捨
て
ら

れ
、
胸
句

・
腰
句
も
お
互
い
切
り
離
さ
れ
て
、
二
句

一
聯
が
歌

一
首

と
番
え
ら
れ
鑑
賞
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
作
者
の
意
識
の
中
に
あ

れ
ば
、
胸
句
と
腰
句
の
落
差
か
ら
く
る
面
白
味
、
つ
ま
り
腰
句
に
お

い
て
如
何
に
奇
抜
な
比
喩
や
思
い
も
寄
ら
な
い
典
故
を
用
い
た
表
現

を
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
読
ま
れ

た
時
に
、
き
ち
ん
と

「水
郷
春
望
」
「山
路
秋
行
」
と
い
う
題
の
各

要
素
を
詠
み
込
ん
で
い
る
か
、
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
る
の
は
止
む

を
得
な
い
。

一
首
の
詩
の
胸
句
・
腰
句
が
、
二

方
は
題
字
の
逐
字
的
な
言
い
換
え
、

も
う

一
方
は
比
喩
表
現
」
と
い
う
関
係
で
緊
密
で
あ
っ
た
の
が
、
二
聯
が

別
々
に
和
歌
と
番
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
享
受
さ
れ
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
題
も
な
く
、
規
制
さ
れ
る
の
は
韻
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

一
聯

。
一
聯
が
独
立
す
る
可
能
性
は
、
題
に
よ
る
詩
歌
合
以
上
に
高
い
。

題
に
よ
る
詩
歌
合
が
そ
れ
ぞ
れ
が
題
を
如
何
に
詠
み
込
む
か
に
重
点
が
お

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
性
が
高
く
な
る
と
い
う
流
れ
で
、
詩
歌
合
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
本
書
は
、
題
と
い
う
共
通
性
の
な
さ
か
ら

一
句

一
旬
の
繋
が
り
を
更
に
希
薄
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
藤
原
定
家
に
四
季
韻
字
歌
と
い
う
作
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
定
家

が
賦
し
た
十
六
篇
の
律
詩
の
一
聯
ご
と
に
和
歌

一
首
を
番
え
た
も
の
で
、

本
書
ヱ
「
な
り
近
似
し
た
構
成
を
持
つ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
恒
雄

氏
の
論
が
備
わ
り
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
れ
も

一
首
の
律
詩
の

一
聯
を
取

り
出
し
、
和
歌
と
番
え
た
と
い
う
点
で
、
『
元
久
詩
歌
合
』
等
と
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
定
家
の
詩
も

「そ
の
二
句
を
歌
題
と
し
て
詠
む
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

聯
ご
と
の
繋
が
り
が
や
や
希
薄
に
な
り
、
起
承
転
結
の
変
化
に
乏
し
い
傾

向
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
堀
川
氏
が
述
べ
ら
れ
こ

と
と
符
合
す
る
。
詩
歌
合
と
い
う
形
態
は
、
そ
の

一
聯
、

一
聯
が
も
と
は

一
首
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
和
歌
と
番
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
あ
る

限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
聯
で
鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
、
独
立
性
が
強
ま
る
の
で

あ
る
。
本
書
は
ま
さ
に
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
二
番
ご
と
に
同

一
作
者
が
出
詠
し
、
脚
韻
も

「遺
」
「糸
」
は

同
韻
で
あ
り
、
二
番
の
平
仄
も
、
一
首
の
対
句
部
分
と
い
う
そ
れ
以
前
の

詩
歌
合
の
形
式
に
則
っ
て
は
い
る
が
、
一
番
ご
と
に
独
立
し
た
作
品
と
し

て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

注（１
）
但
し
、
『相
撲
立
詩
歌
合
』
等
の
撰
歌
合
は
除
く
。
ま
た
南
北
朝
期
以
降
で

は
、
『五
十
四
番
詩
歌
合

（康
永
二
年
ご

『詩
歌
合

（文
安
三
年
と

は
、
二
番
連

続
で
は
な
く
、
ま
た
和
歌

一
首
と
七
言
絶
句

一
首
が
番
わ
れ
て
い
る
。

（２
）
堀
川
氏
。

（３
）
「水
郷
春
望
」
の
十
九
。
二
十
番

（尤
。
候
）、
二
十

一
。
二
十
二
番
、
二
十

〓
丁
二
十
四
番
三
十
三
二
二
十
四
番

（真
・
諄
）、
「山
路
秋
行
」
の
長
兼
詩

（仙
・

先
）、
十
五
・
十
六
番

（尤

。
候
）、
七
・
八
番

（幽

。
尤
）
は
、
韻
が
異
な
る

が
、
「同
用
」
な
の
で
問
題
は
な
い
。
大
伏
晴
美
氏

「元
久
詩
歌
合
に
つ
い
て
」

（和
歌
文
学
研
究
３９
・
昭
和
五
十
三
年
九
月
）、
堀
川
氏
論
参
照
。
し
か
し
、
「山



路
秋
行
」
の
十
三

・
十
四
番

（歌

・
文
）
、
三

。
四
番

（清

。
侵
）
は
同
用
で
は

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
堀
川
氏
は

「例
え
ば
慈
円
は
同
代
で
多
数
作
り
、
内

四
首
を
提
出
し
た
よ
う
だ

（『拾
玉
集
し

が
、
詩
に
も
そ
れ
に
類
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（４
）
堀
川
氏
は
、
「
楽
在
其
中
」
は

『論
語
』
述
而
篇
の
孔
子
の
こ
と
ば
、
「飯
疏

食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
央
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
放
浪
の
旅

人

（上
旬
）
と
隠
者
風
の
漁
師

（下
旬
）
と
い
う
対
比
は

『楚
辞
』
「漁
父
辞
」

を
連
想
さ
せ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（５
）
五
番
六
番
で
は
、
自
楽
天

・
召
伯

・
商
山
四
皓

。
呂
尚
の
故
事
が
詠
ま
れ
、

故
事
に
よ
る
詩
作
と
し
て
の
性
格
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も

一
首
の

繋
が
り
と
し
て
は
緊
密
性
が
希
薄
で
あ
る
。

（６
）
佐
藤
恒
雄
氏

「藤
原
定
家
の
漢
詩

（続
ご

（中
世
文
学
研
究
１９
。
平
成
五
年

八
月
）
。
佐
藤
氏
は
、
こ
の
韻
字
四
季
歌
を
、
漢
詩
の

一
聯
を
題
と
し
て
和
歌
を

詠
ん
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
詩
歌
合
の
形
式
を
模
し
た
も

の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
定
家
の
詞
書
に
お
い
て
も
、
韻
字
に
よ
っ
て
和
歌
を
詠

ん
だ
と
は
あ
る
が
、
漢
詩
を
題
と
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
ず
、
ま
た
佐
藤
氏
自

身
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に

「詩
句
の
内
容
と
歌
の
内
容
は
密
接
せ
ず
に
疎
で
あ

る
こ
と
が
多
」
く
、
漢
詩
を
題
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
韻
字
四
季

歌
は
、韻
字
に
よ
る
詩
歌
合
の
形
式
を
と
っ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
氏
が
述
べ
ら
れ
る
、
漢
詩

一
首
を
賦
し
、
そ
の
一
聯

。
一
聯
に
和
歌
を
添

え
た
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
当
時
の
詩
歌
合
の
方
法
で
あ
る
。

（７
）
歌
題
で
は
な
い
こ
と
、
注

（６
）
参
照
。

以
上
、
『十
七
番
詩
歌
合
』
の
成
立
時
期

。
参
加
者
に
つ
い
て
推
測
を

示
し
、
詩
の
側
か
ら
見
た
、
詩
歌
合
の
形
態
と

『十
七
番
詩
歌
合
』
の
内

容
と
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
何
れ
も
明
確
な
結
論
が
出
な
い
ま

ま
憶
測
を
重
ね
た
部
分
が
あ
る
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
、
補
完
資
料
の

出
現
や
古
記
録
類
の
調
査
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

大
方
の
御
教
授

・
御
叱
正
を
賜
わ
り
た
い
。

（う
ん
の
。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（た
き
が
わ
。
こ
う
じ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

‐

“


